
福知山線事故で二つの裁判が開廷
８月２日付けの京都新聞に以下のようなコラムが掲載されました。

内容は、福知山線事故で安全対策を怠ったとされるＪＲ西日本前社長山崎正夫被告の

論告求刑が２９日、神戸地裁であり、検察側は「ＡＴＳ設置を怠った被告の過失は重

大」と指摘、禁錮３年を求刑したこと。

二つめには、ＪＲ西日本の「日勤教育」で精神的苦痛を受けたとして、運転士ら２５

８人が同社に損害賠償を求めた訴訟の判決で、大阪地裁は「裁量権の乱用があった」と

認め、６１人に対し５万～３０万円、総額６２０万円の支払いを命じたことなどについ

て書かれています。

ＪＲ東海のシステムとマニュアルは大丈夫か
いくらシステムやマニュアルを変更しても、そのシステム・マニュアルを扱う人間が

扱を不安を感じたり、変更の度に複雑さが増まなどすれば、本質的な事故防止対策とは

いえないということです。

私たちは、訴えます。

新しいシステムを導入する場合は扱う人の意見を聞け！

何かが起きる度に複雑になる対策をやめろ！

安全には『規則や装置で押さえ込む以前に考えることがある』のだ！！

ＪＲ東海労なごや
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